










Relationship between Literary Style and Modifying Particle "no" 






































表 1 品詞頻度の積率相関行列：BCCWJ 図書館書籍 SC の一般文書 n =10,385 
 
 




                                                        
1 表 1 の図書館書籍 SC の場合、名詞と結合助詞の相関は.340 で弱い相関があるため、「日































その他 -0.545 -0.410 -0.003
助動詞 -0.722 -0.668 0.222 0.231
助詞 0.024 0.089 -0.106 -0.326 -0.381
結合助詞 0.340 0.340 -0.250 -0.259 -0.426 0.429
格関係助詞 -0.261 -0.195 0.103 -0.112 -0.028 0.652 -0.405
格助詞 0.362 0.415 -0.007 -0.480 -0.419 0.400 0.036 0.374
係助詞 -0.198 -0.222 -0.118 0.087 0.150 0.223 -0.190 0.385 -0.249
終助詞 -0.517 -0.580 0.230 0.321 0.365 -0.003 -0.325 0.270 -0.514 0.005
準体助詞 -0.441 -0.428 0.133 0.208 0.286 0.171 -0.245 0.379 -0.238 0.119 0.425
副助詞 -0.193 -0.045 0.028 0.157 0.019 0.184 -0.159 0.320 -0.227 -0.030 0.159 0.145
接続助詞 -0.549 -0.486 0.546 0.199 0.199 0.156 0.155 0.027 -0.285 0.007 0.349 0.225 0.098
連体助詞 0.650 0.610 -0.570 -0.355 -0.499 0.274 0.771 -0.370 0.215 -0.170 -0.508 -0.359 -0.202 -0.509






























その他 -0.673 -0.470 0.110
助動詞 -0.714 -0.664 0.318 0.456
助詞 -0.028 0.278 -0.098 -0.304 -0.486
結合助詞 0.050 0.215 -0.228 -0.053 -0.218 0.373
格関係助詞 -0.063 0.139 0.055 -0.277 -0.351 0.774 -0.299
格助詞 0.228 0.252 0.097 -0.534 -0.425 0.526 -0.168 0.655
係助詞 -0.442 -0.407 0.150 0.432 0.382 -0.132 -0.083 -0.079 -0.396
終助詞 -0.232 -0.182 -0.094 0.230 0.068 0.204 -0.160 0.319 -0.277 0.056
準体助詞 -0.422 -0.296 0.127 0.338 0.264 0.078 -0.100 0.148 -0.199 0.358 0.175
副助詞 0.053 0.304 -0.073 -0.118 -0.237 0.347 -0.018 0.369 -0.028 -0.019 -0.122 -0.026
接続助詞 -0.517 -0.457 0.340 0.451 0.386 -0.142 0.172 -0.264 -0.424 0.403 0.108 0.232 -0.105
連体助詞 0.363 0.475 -0.415 -0.325 -0.434 0.423 0.796 -0.108 0.109 -0.323 -0.210 -0.233 0.048 -0.460
普通名詞＋ノ 0.215 0.566 -0.260 -0.168 -0.335 0.330 0.675 -0.121 -0.018 -0.199 -0.154 -0.131 0.111 -0.299 0.792
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 助詞に使用し，助詞の 1/3 は語と語の結合に，残りの 2/3 は格関係に使用するシステムを持
っていると考えられる。 






























































分析には図書 SC の固定長・長単位データを使用する。BCCWJ では形態素解析用辞書










図 3 は，図書 SCの 10,551 サンプルについて品詞比率を求め，横軸を名詞比率，縦軸を
助詞比率にして描いた散布図である。本研究では何も絞り込みを行わないデータをフルデ
ータと呼ぶ。 
図 3 では名詞比率 40%までは楕円形で，そこから下に向かう尾がついているような形を
している。図 4 は国立国語研究所（2015）の文体情報を使用し，柏野（2013）で「文体判
断が単純にいかないもの」と判断された 1,758 サンプルを除いた上で図 3 と同様に描いた










図 3 名詞比率と助詞比率の散布図：        図 4 名詞比率と助詞比率の散布図：   















Ａｒａｂ Ｅｍｉｒａｔｅｓ面積 八万三千六百ｋｍ２人口 二百五十八万人主要






くと，図 4 のように尾の部分がかなり少なくなる。それでもまだ図 4 では名詞比率 45%ま
での楕円形の塊と尾に分かれているように見える。 


























































抜データと呼ぶ。この基準によって除かれる文書数は 2,266 文書で，残存率は 78.5%（8,283
文書）である。また選抜データと国立国語研究所（2015）の章節構造データの基準を同時に





図 6 名詞頻度と助詞頻度の散布図：         図 7 名詞頻度と助詞頻度の散布図： 
図書 SC選抜データ，：N=8,283             図書 SC 二重選抜データ，：N=7,189    
 
 図 6 は<figureBlock>と<list>のタグが含まれている文書を除いた選抜データ，図 7 はここ
からさらに国立国語研究所（2015）の章節構造データのみを残した二重選抜データである。
図 3 のフルデータから図 4 の章節構造データ，図 6 の選抜データ，図 7 の二重選抜データ
と削除数を増やすと，外れ値と思われるサンプルがより多く除かれていくことが確認でき
る。しかし，図 7 の二重選抜データでもなお外れ値と思われるサンプルが若干残っている。 
 
  
図 8 名詞頻度とノの頻度の散布図      図 9 普通名詞頻度と普通名詞に接続する 
図書 SC 二重選抜データ，：N=7,189           ノの頻度の散布図，図書 SC 二重選抜
データ，：N=7,189 
 









用及び電報託送用 ＞１番＝立川郵便局―一般事務用 ＞ ２番＝岩崎輝彌―子安
農園立川分園―上古新田 ＞ ３番＝野沢源次郎―貿易商―下和田 ＞ ４番＝馬
場福太郎―旅館―停車場前 ＞ ５番＝園部五郎吉―糸繭商―停車場前 ＞ ６番
＝内藤九一―米穀商―停車場前 ＞ ７番＝旗野留五郎―雑貨商―停車場前 ＞ 
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 ８番＝村野安五郎―肥料商―停車場前 ＞９番＝和知平三郎―雑貨商―停車場前 
＞十番＝中村久之助―料亭―停車場前 ＞（BCCWJ サンプル ID：LBb3_00039，三
田鶴吉，『立川飛行場物語』，500 語当たりの名詞頻度：333.8 語，500 語当たりのノ頻
度：11.3 語） 
 
 そこで図 9 のように名詞を普通名詞に絞り，ノも普通名詞に接続するものに絞ると，概ね
外れ値に影響されない状態になる。よって，分析に使用するデータは基本的に二重選抜デー
タにし，調査対象は普通名詞と普通名詞に接続するノとすることにする。二重選抜データに
おける普通名詞の頻度は 867,737 語で，全名詞の 79.1%，普通名詞とそれに接続するノの頻













   
図 10 普通名詞とノの散布図・フルデータ    図 11 普通名詞とノの散布図・選抜データ 
 








る。表 3は，「児童」のフルデータ 387 文書から，60 の文書を除いた中で，普通名詞の数が






表 3：「児童」から除いた普通名詞の多い文書 top10 
    
                           図 12：文書削除数別回帰直線 
 
   
図 13 「児童」の散布図・フルデータ      図 14 「児童」の散布図・10 文書削除 
   
   
図 15 「児童」の散布図・30 文書削除     図 16 「児童」の散布図・選抜データ 
 
ただし，<figureBlock>と<list>のタグが含まれている 60 文書をすべて除く必要があったか
どうかの判断は難しい。図 12 はフルデータから普通名詞が多い順に特殊文書を 10 文書ず
つ除いていった回帰直線 7 本の比較である。最も傾きが低いのがフルデータ，その上の直線
がそこから表 3 の 10 文書を除いた時の回帰直線である。変化が激しいのは初めの 10 文書
を除いた場合だけで，60 文書まで除く必要はなかったという考え方もできるかもしれない。 
図 13 はフルデータで，明らかに外れ値と思われる文書が図の右側に散らばっている。図
14 はこれから 10 文書を除いた散布図，図 15 は 30文書除いた散布図，図 16 は 60 除いた散





LBqn_00015 昆虫 207 29
LBmn_00029 蛾蝶記 199 29
LBln_00025 道ばたの食べられる山野草 195 31
LBkn_00001 見てわかるルアーフィッシング 184 33
LBhn_00007 植物記 183 21
LBgn_00032 漢字事典五年生 177 8
LBpn_00009 服部幸應のはて・なぜ・どうしてたべものクイズ 174 18
LBnn_00001 バスケットボール 172 11
LBgn_00015 漢字事典四年生 167 14











の指標は 2段階～5段階に区分されているが，図 17～図 21 では対極に位置する指標のみを
使用している。分析データは図 19 のみ選抜データ，それ以外は二重選抜データを使用した。  
 
   
図 17 普通名詞とノの散布図・硬度        図 18 普通名詞とノの散布図・くだけ度 
 
   
図 19 普通名詞とノの散布図・対話・非対話      図 20 普通名詞とノの散布図・客観度 
 
                                              表 4：文体別回帰式の係数と R² 
      
図 21 普通名詞とノの散布図・語りかけ性  注：t 検定の結果すべての係数は 5%水準で有意 
傾き 切片 R²
専門・教養 0.257 -7.122 .474
児童 0.301 -12.239 .451
とても硬い 0.307 -13.278 .530
とても軟らかい 0.274 -10.296 .475
くだけていない 0.276 -9.810 .520
とてもくだけている 0.268 -9.883 .465
非対話系 0.278 -10.304 .552
対話系 0.295 -13.197 .549
客観的 0.251 -6.249 .386
主観的 0.302 -13.337 .454
語りかけ性なし 0.287 -11.066 .584




図 22 文体別回帰直線比較 
 











本研究では BCCWJ 図書 SC のサンプルに文体指標をつけた国立国語研究所（2015）を利
用し，「専門性」「硬度」「くだけ度」「客観度」「語りかけ性度」などの文体の違いによって，
連体助詞ノの使われ方が異なるかどうかを調査した。 
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